


















(寺村 1991:2 )｡1 はじめに という例文を挙げている 要
列挙法とは,多数の言葉を並べ上げる表現法であ 素は ｢缶詰｣と ｢インスタントラーメン｣の二つし
る｡ ただそれだけのことのように思われるかもしれ かないが,このような例も ｢列挙｣ と言っている｡
ないが,私見では,まだいろいろと問題がある｡ と言うより,要素の数など問題外のようである｡

























































(1) 缶詰やらインスタントラーメンやらを買い込 ｢多い｣ という言葉自体は使われていないけれど
んできた｡ も,｢並べあげる｣｢数えあげる｣ とあるからには
岡山市津島中 3






















































































































































































































列叙 ( accmuain語句や文をいくつも重ねる｡ u lto)
















































































































































































































現されている (一部,助詞ヤ ･トがついているが)｡ 
6 最後の要素が重要か
すでに少し述べたが佐々木健一は,例えば ｢地震
















































































































01) [地方の骨董市｡]競 り荷を広げた トレイは, これまでの研究では,列挙法を列叙法の下位に位
ローラーに載って出てくる仕掛けだ｡建吾はそれ 置づけることが多かった｡本稿も基本的には同じで
を眺めてニヤリとした｡/ ｢何や｡今日も大した ある｡ ただ,先行研究よりも明確に位置づけること
お宝の山やないか｣/ 色 焼け した漆器の椀揃 ができる｡ すなわち,上に述べた要件の中から ｢短
い｣｢勢いよく｣｢無秩序に｣を除いたものが,列叙い｡/時代のない有田焼の皿｡デパー トの進物食
器｡/殴れた古戸棚 .動かない柱時計｡ /色の剥 )3
1
例えば,先の ( は要素が長 く,勢
げたブリキの玩具｡/耳に当てる部分が外れた聴 いもない｡(8)も勢いに欠ける｡ (19)は,ある秩序が







筆者の考えに最も近いのは,中村 明 1 の次のも






]のだ｡ [村上春樹 『辺境 ･近境』 371..
列叙法 -まとめて表現せず,各部に同等
の力点をかけて,次から次-





















括れそうだが,次の ｢牛芳｣以下は て`んぷ ら" 次のようになる｡ 
() ｢ " 言葉を使い,さらに言葉を補って言い換えてみると,
という種概念で括れるだろうか ? ｢蕗窮｣｢錫｣な
どは,筆者の感覚ではてんぷらにはしない (筆者も 3付加 
詳悉法 -一つの事象を多数の言葉を使って｡一応,大阪 ･天王寺生まれなのだが) ¢1)はなんと
)2 














いる｡ 厳密に階層化をするなら,例えばこのように 佐々木らはacct lao 列叙｣と呼び,｢mudnを ｢ 列挙｣ 
なるであろう｡ nume(e on)の上位に位置づけるが,野内は反対itra






















法の下位に位置づけられるはずである｡ 考え方が理 の項には ｢上位概念のかわりに,二つ以上の下位
解しにくい｡ 概念を並列して挙げていくことによって全体的な
佐藤信夫 1978,佐々木健一他 2006も,列挙を列 印象を強める手法｣とある｡ さらに言えば,佐々
叙の下に置く点は同じである｡ 後者については 3節 木他 2006も ｢多種列挙｣などでは要素が二つの
31など)｡それならば列挙法は列叙4. わけではない｡例えば脇坂豊他 2002の ｢列挙｣
ですでに見たが,あまり従えない考え方であった｡ 例を挙げている (p.335など)｡ 
前者は次のようであるが,こちらの方が妥当である 2)もっとも,｢AトB｣など,助詞を使った表現
と思う (漸層法の位置づけについては保留する)｡ ならば要素 2個のものは多い｡例えば国立国語研


















itraon)-語や観念を次々に繰り出し 寺村秀夫 1991『日本語のシンタクスと意味Ⅲ』 く列挙 (enume
? 
畳み掛ける ろしお出版??? ??? ? ? ? ? ? 中村 明 1991『日本語レトリックの体系』岩波書店 ? ? ? ? ?
- 2007『日本語の文体 ･レトリック辞典』東??
(acc itlaon)-異種のもの｡ 片端から 京堂出版umu

かき集めるスタンス｡ 野内良三 2005『日本語修辞辞典』国書刊行会??
人物や事物の描写 ･説明を細密に,巨細 丸谷才一 1977『文章読本』 (中公文庫版 1980によ
に展開する｡ る)
脇坂豊他 2002『レトリック小辞典』同学社 
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